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特別利益の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社の平成22年11月期第１四半期において、下記のとおり特別利益が発生することになりました。又、最近

の業績動向も踏まえ、平成22年１月14日に公表した平成22年11月期（平成21年12月１日～平成22年11月

30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益の発生について 

当社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成21年12月１日から退職一時金制度の一部について確定拠出年金

制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しておりま

す。これに伴い特別利益として退職給付引当金戻入額76,195千円を計上しております。 

 

２．平成22年11月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年12月１日～平成22年５月31日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり

当期純利益

     円  銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,300 110 90 70 4 11

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,000 110 90 150 8 80

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △300 0 0 80 4 69

増 減 率            （％） △4.8 － － 114.3   － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成21年11月期第２四半期） 
5,708 △532 △546 △612 △35 92

 

３．平成22年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年12月１日～平成22年11月30日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり
当期純利益

     円  銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,800 120 70 40 2 35

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,200 120 70 120 7 04

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △600 0 0 80 4 69

増 減 率            （％） △5.1 － － 200.0   － 

（ご参考）前期実績 
（平成21年11月期） 

10,663 △955 △1,064 △2,114 △124 04

－ 1 －



４．平成22年11月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年12月１日～平成22年５月31日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり

当期純利益

     円  銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,000 100 80 70 4 11

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,700 100 80 150 8 80

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △300 0 0 80 4 69

増 減 率            （％） △5.0 － － 114.3   － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成21年11月期第２四半期） 
5,469 △464 △485 △551 △32 33

 

５．平成22年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年12月１日～平成22年11月30日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり
当期純利益

     円  銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 11,300 110 60 40 2 35

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 10,700 110 60 120 7 04

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △600 0 0 80 4 69

増 減 率            （％） △5.3 － － 200.0   － 

（ご参考）前期通期実績 
（平成21年11月期） 

10,138 △823 △894 △1,951 △114 49

 

 (3) 修正の理由 

当期においても依然として設備投資等の需要は低調であり、家具関連事業の環境が厳しいことにより売上高の

減少が見込まれます。営業利益、経常利益につきましては、コストダウンの徹底及び業務の効率化で当初予想を

確保する予定であります。 

また、上記記載のとおり退職給付引当金戻入額を特別利益に計上することにより、当期純利益の業績予想を修

正するものであります。 

連結業績予想につきましては、個別業績予想の修正に基づき修正を行うものです。 

 
 
〔注記事項〕 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以  上 
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